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ボ イ ラ

わが怪1は英国とならんで11ヒ卯の罠沌別l壬1とLて,多数の

大型船せ これらの輸H船に構載する

主機ほ,いずれも外l-■司の技術援助を受けているい三=句メー

カーにより作られているが,口_､L一製作所の提携L･ている

パブコツク杜ほ陸川,舶川ともに,もつとも長い歴史と

実績を持っている｡日立製作所もすでに今日までiこ多数

の大型舶川承イラを製作納入し,好評をえたが,絶えず

新Lし､戌術の研究と,設備の東新を子-J二って,常にもつとも

優秀なボイラを製作供給Lうる態勢をととのえている｢.

さてボイラの型式としてほ-イ汁;セクショナル判も作ら

れているが,大部分はインテグラルフ1′-ネス填であり,

最近新しい型式としてセレクタブルスーパーヒート増が

計画されている｡インテグラルファーネス型ほ15,000HP

川のものがもつとも多く作られているが,娘近紆瀦性よ

F)油槽船が大判化されるにともない主機のfll力も大きく

なり,ボイラも19,500HP敏ノーHのものが製作されだした｢.. 第l図 7,000HP 周一ヒクショナルポイラ

雛2IXl19,う00IJP 川イ ンチ ブラルフ ァー ネス型ポイ ラ
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第3図 セレクタブルスーパーヒート型ポイラ

立

セレクタブルスーパーヒー1､塾は超大型油槽船 25,000

ⅢP級用ならびに艦艇用として計画されたものであるr

19,500ⅠIP用ボイラ

題記ボイラは先般日立造船株式会社がゴーランドリス

社に輸出した 33,000t油槽船に次いで輸出する二番船

46,000t油槽船用として製作中のものであるっ

本ボイラは15,000HP用ポイラ(33,000t油槽船用と

して納入したもの)の容鑓を増したもので,その構造_上

の特長は次のごときものであるっ

(1)堅牢で高い火炉負荷に適する炉壁構造とした｡

(2)強圧通風方式,ダブルケーシングの採用により炉

壁からの福射損失を少くし,経巻内へのガス洩れを完

全に防ぎ重量を軽減した｡.

(3)水胴内に過 蒸気混在調整紹を設け蒸気渥度を止

確に調節できるようにしたて

(4)トラブルの多い煙 ガス式空気予熱器の代りに,

僅々利点の多い蒸気式空気予熱器を採川した｡

(5)高温部エコノマイザ(スタッドチューブ型エコノ

マイザ)と低温部エコノマイザ(ギルドチューブ型エ

コノマイザ)を設置し,十分な熱吸収を図った｡

セレクタブルスーパーヒート型ポイラ

本ボイラほ負荷範閲の広い艦艇用ならびに最近急

超大型化されてきた油槽船川として計画されたものであ

る｡艦艇川ボイラでG･ま歳大出力暗が定格時の3倍以上と

負荷の が･-･般商船に比べてきわめて大きく,したがつ

て蒸気温度を最大時においてある一定温度に抑えたとき

定格時の蒸気温度ほ相当低下し,タービンを鼓大時よリ

遥かに悪い 裁 気条件で 転することになり長時間運転さ

詐 第39巻 第1ぢ･

れるぷ格時の燃料の増大は艦艇にとって大きな問題とな

っていた.=

また従来の大型油槽船用インテグラルファーネス型ボ

イラでほ水胴内i･こ設置された過熱蒸気温度調整器で蒸気

溢度を調節し, 機補時港入 じく水胴内

に設閏づれた滅渥器で賄っていたのであるが,俗にマン

モスタンカーと称せられる60,000t級の超大型油槽船に

なると消費蒸妄ミぷこがいちじるしく増大し容量の点でこれ

らをl娘られたドラム内iこ設置することがほとんど不可能

となり,また蒸気がこれらを通過する際の圧力降下も大

きくてなるので,これはなんらかのかたちで解決を迫られ

ていた問題である-.

この口的のために計画されたのがセレクタブルスーパ

ーヒート型ボイラである⊂一 本ボイラほインテグラルファ

ーネス型と双炉のコントロールスーパーヒート型のそれ

ぞれの利点を取入れたもので,火炉ほ共通であるが汽権

蒸発水管群を隔壁で過熱器側と蒸発水管群の二つの区割

にわけ燃焼ガス流を汽権=口のダンパで調節する｡ダン

パほ過熱君側冊口と蒸発水管側=口にある二組の主ダン

パおよび蒸発水管側にある側路ダンパの三組よりなり,

二れら三組のガンノ り燃焼宅と煙突との

間に常に一つの開いた通路があるような構

る.二.

木型式ボイラの特長ほ,

になってい

(1)ダンパを調節することにより広い負荷範囲にわた

って蒸気温度を簡単催実に制御できるので,常にター

ビンを高効率で運転できる.二

(2〕急 よび急激な負荷変動の場合,ダンパに

より簡単にガス流を調整できるので過熱器を焼損する

恐れがなく従来のボイラより遥かに苛酷な条件で運転

∴

●

(3) 小型, 追を要求される舶用ボイラとして本ポイ

ラほ従来のインテグラルファーネス塾ボイラと大差な

く,双炉コントロール塾より有利である〔

(4)過熱器チューブコイルの長さが炉奥行の約60%で

従来のインテグラルファーネス型より短くなり,据付

および取換えが容易で,また蒸発水管群の保守点検が

容易な構造にすることができる｡

(5)インテグラルファーネス型ボイラに不‖J欠であ

り,しかも容量の点で限度があった減温器が不要にな

り,容量的制限ほない.〔

上述のごとく最近の舶用ボイラは主機の州力向上にと

もなう大容競化ならびに広い負荷変動に対し汽機総合効

率を維持し保守を碓次にするため,とくに蒸気温度 整

に力を入れているが,効率上昇のためには,蒸気条件の向

ヒが必要なことはもちろんであって,圧力42.2kg/cm2g,

温瞳 454.40Cほ今や普通となり,圧力63kg/cm2g,温
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度482.2凸Cのものが25,000_HP用として

計画されている｡陸相ボイラでほ圧力

106kg/cm2g,温度5400cのものが運転

され,さらに170kg/c皿2g,5700Cのも

のが日立製作所により 産化されること

になったが,国内材料メーカーおよび主

機メーカーの研究成果と技術の向上に

より,舶用でも圧力63kg/cm2g,温度

482.20Cのボイラは今やなんら不安なく

確信をもって海外に送りだせるものと†戸言

ずる〔

蒸気ター ビン

日立舶用蒸気タービンほ昭和31年度に

おいて画期的な 6,600日Pよ

り19,500HP までの最新式のタービン

の標準が完成された.∴.すなわち6,600HP,

8,200HP,15,000HP,17,500HP級の

タービンはすでに工場運転を完了し,こ

れらのタービンを措こ した船は綻々とし

て就航中である｡また13,750HPおよび

19,500HPのタービンは設計を完了し現

在製作中である｡これらのタービンに附

随する発電用補機タービンも相次いで完

成され,さらに防衛庁納甲形警備艦刑

17,500HP タービンも完成に封壬づきつつ

ある｡

31年度完成あるいほ製作｢トのタ【ビン

を舞l表に示す｡

これらの最新式タービンはいずれも綜合,

的にバランスのとれた設計を誇ってお

り,性能のすぐれていることはいうまで

もないが,とくに構造の信頼性と取扱い

の容易なことに主眼が置かれている｡た

とえば低圧率室に内蔵された後進蒸気亭

は低圧車重とまったく無関係に熱膨脹し

うる構造となっており,迅速な前後進の

切換に対してもきわめて安全である.｢タ

ービンおよび減速歯車のあらゆる軸受は

第1表 日立舶用蒸気タービン実績

出 力

6,600～8,200HP

13,750～15,000HP

15,500～19,500HP

完成せるもの:製作中のもの

29,600HP

60,000HP

86,500HP

合

480～640kW

176,100HP

10,320kW

16,400HP

lOO,000HP

199,000HP

315,400HP

20,480kW

第4回 目
_立舶

用 タ ー ビ ン

第5図 650】くVAl,200rpm タービン発電機

第6図 工場試験中の200kW主電源用直流発電機仕様;200kW
230V500rpm EFB-K閉鎖自己通風型一夜巻式
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ロータを揚げることなく容易に交換できる｡さらにター

ビン串窒を開放せずに外部軸パッキンを取揮えあるいほ

タービンロータの動的釣合を取ることができるなど幾多

の利点をもっている｡

舶用タービンにほ減速歯車が不呵欠であるが,日立製

･作所では完全に空気調節された室に,般新の幽切機械を

整備した別棟の幽切専用工場を完成した･二

こうしてこれらの娘新式舶用タービンほ欧米の超一流

品に対していささかの遜色もなく,世界の市場において

その其価を認められつつある.=

舶用

交流発電機および電動横

目立製作所でほ日立造船

電

造33,000tオイルタンカ2

隻分の発電機,電動機一式を納入したが,引続き30,000

～40,000t級オイルタンカ10隻分の電器ぶとLて,総

計約12,000kVAの交流発電機そのほか補横川電動機多

数を製作中である｡33,000tオイルタンカ川 650kVA

l,200rpm主発電機の通風力式は,磁極のフアン作用を

利川した冷却効果のよい閉鎖防滴型を採川し,回転子ほ

タービン軸にオーバーハングLて軸受を1個省l略し,重

量の軽減,据付面積の節約を図っている(第5図)で･帥

受はほかの部分を分解することなく簡叩にメダル上蓋を

取外して,メタルの点検,取棒ができる- またエンドカ

バーの取外しが簡単であるからスリ､ソフリングおよび発

電機内部の点検が容易である.二.スリーブ軸受のシーリン

グ装置を厳重にして船が動掃傾斜しても渥洩しないよう

考慮してある｡また辿止こ度のよい励磁機,AVR をf料†1

して電動機起動時の放大電圧降下を極力小さくしたて

直流発電機および電動機

輸出船およびl一項斗船川としてディーゼル発電機200

評 第39巻 第1号

kW6子羊,50kⅥ′｢2子ナ,25klVl台,ならびに補機用電

動機として75､域HPのもの約50台を納入した｡舶用直

流機は昭和30年以降20隻近くの電気品を製作したが,寸

法の利剣′とおよび外観の統 一化を完成し,短納期で 作

する態勢をととのえた.=

主発電機など比較的大型のものは船内での分解組立を

紆如こするため,軸受,固定子,エンドカバーはすべて

Ⅰ二卜二つ割としたトまた並列運転時の不平衡電流を最小

に押えるよう設計製作上【一分の考慮を払った｡

舶用配電盤

特殊なものとして軽合金製配電盤を製作した｡これら

は防衛げ海上自衛隊中形掃海艇3隻,丙形警備艇6隻用

とLて納入したものであって,小型軽量,耐振動,耐衝

性のものであり,極力非磁性化してある｡第7図は45

kⅥ･′120V直二流主発電機2台および12t5kVA120V通

†訓】電動発電機を制御する軽合金製配電盤を示す｡その

石′ち7l叉l防衛.け･巨形掃海艇用非磁性配電盤
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ち′‡9】叉1舶川l′r動電圧調整器

ほか商船川配電盤ほ.ほとんど鋼板製デッドフロン1､型

とし,外観も優美なものである｡第8図ほ250kVA交

流発電機2台および給電ノー1摘摘灘である′､

船舶交流発電機用自動電圧調整器

磁気増幅器2段増幅無接点式のものを製作し,商船,

防衛庁艦艇川とLて多数納入し.た｡第9図に示すごとく

各器具とも引=型としてノ∴(倹,予肺品交摸に便利のよう

にしている｡精度, 応度,耐久性とも接点式に比しす

ぐれ高温高湿の場所においても連綻10年程度は無手入

れで仙≠け.r能である′.

電動揚貨機

直流電動揚貸轢

名古屋追舶リベリヤ何として5t揚賃機72f手,8t揚票

機および繋船機18ハを製作灘入した｡.機械部分,とくに

ウォーム歯郎l;分ほ,精選された材料に故高級の機械加

工を施Lてあり,機械部月全効率は85′%以上に適した二

制御力式は馴耶l服恥 電磁間接制御とL,簡潔な接続で

さらに足踏制動機朝川による電動巻1■しプチ式の採用によ

りすぐれた肯役相性を楽劇㌍きるようにしたっ電動機回

転部のGD2はとくに小さくし,足脚ilJ動機が付加され

ているにもかかわらず,きわめて い加減速相性を石し

ている.｡第】0図ほ5t揚賃機の外観をホす.｢

主幹制御据ほカム卿11位開聞据を叔≠し,操作軽快で

ある｡電磁接触器箱ほ接触器,継電器,主択抗器を→休

の枠組にまとめ,ウインチ/､ウスlノづに設;托される型で,

接触紬こは新型の枠取付′四な採用L,保守点検に便利な

構造である･･第】】図ほ5t揚貨機川接触邪箱の外観を示

す｡

組合せ武験ほJISに準拠した.ん.第12図は∫試験に佐川

した有効リフト25mのi矧扮構を示す〔.

交流電動揚貨横

突入電流の少ない巻線型電動機を採用せる交流電動揚

賃機を試作完成Lた〔巻下しの低速をうるため日立独得

のCF榊J御九(を採J~1-Jしている｡

第10同 5tlOO叫min直流1-~E動揚貨機

第11図 直流′鼠動揚貨機川ノ.一江磁接触器箱

第12図 揚 貨 機 試 験 塔




